
  

News Release 

 

平成２７年１１月１１日 

「「「「平成平成平成平成２７２７２７２７年度香川大学瀬戸内圏研究年度香川大学瀬戸内圏研究年度香川大学瀬戸内圏研究年度香川大学瀬戸内圏研究センターセンターセンターセンター特別特別特別特別シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム」」」」のののの開催開催開催開催についてについてについてについて    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日 時 

平成２７年１１月２０日（金） １０：００～１７：００ 

 

２．場 所 

サンポートホール高松 e-とぴあ・かがわ BB スクエア 

（高松市サンポート・高松シンボルタワー タワー棟 5 階） 

 

３．参加者（８０名程度を予定） 

一般市民、行政関係機関、本学関係者など。 

 

４．講演内容（講師・演題） ()内は講演予定時刻 

(１)．大原 昌樹 氏（綾川町国民健康保険陶病院長） 

～～～～「「「「在宅医療在宅医療在宅医療在宅医療のののの動向動向動向動向とオリーブナースのとオリーブナースのとオリーブナースのとオリーブナースの役割役割役割役割」」」」～～～～            (10:10 -11:00)    

(２)．山本 一伸 氏（さぬき市教育委員会 生涯学習課文化財係） 

～～～～「「「「瀬戸内海国立公園瀬戸内海国立公園瀬戸内海国立公園瀬戸内海国立公園のののの父父父父    小西小西小西小西    和和和和のののの主主主主なななな功績功績功績功績    

        ～～～～平成平成平成平成 26262626 年度年度年度年度    さぬきさぬきさぬきさぬき市歴史民俗資料館市歴史民俗資料館市歴史民俗資料館市歴史民俗資料館    企画展企画展企画展企画展よりよりよりより～～～～」」」」～～～～    (11:00 -11:50)    

(３)．稲田 道彦 氏（香川大学経済学部教授） 

～～～～「「「「四国遍路四国遍路四国遍路四国遍路のののの江戸時代江戸時代江戸時代江戸時代におけるにおけるにおけるにおける変化変化変化変化」」」」～～～～                (13:00 -13:50)    

(４)．室井 研二 氏（名古屋大学大学院環境学研究科准教授） 

～～～～「「「「離島離島離島離島のアートプロジェクトとのアートプロジェクトとのアートプロジェクトとのアートプロジェクトと地域活性化地域活性化地域活性化地域活性化」」」」～～～～            (13:50 -14:40) 

(５)．佐野 雅昭 氏（鹿児島大学水産学部教授） 

～「～「～「～「瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海のののの漁業漁業漁業漁業をををを支支支支えるえるえるえる地場流通地場流通地場流通地場流通とととと消費消費消費消費    

    ～～～～グローバルグローバルグローバルグローバル社会社会社会社会におけるにおけるにおけるにおける地域的地域的地域的地域的『『『『食食食食』』』』のありのありのありのあり方方方方」～」～」～」～        (14:50 -15:40)    

(６)．泉川 誉夫 氏（四国新聞社執行役員広告局長） 

～「～「～「～「報道報道報道報道のののの立場立場立場立場からからからから見見見見たたたた瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海のののの過去過去過去過去、、、、現在現在現在現在、、、、未来未来未来未来」～」～」～」～        (15:40 -16:30)    

（司会：本城凡夫（瀬戸内圏研究センターゼネラルマネージャー）） 

 

香川大学瀬戸内圏研究センターでは、平成２１年３月の設立以来、「瀬戸内圏地域が抱える諸問題の

解決に向けて瀬戸内圏研究を推進するとともに、地域の知の総合拠点となること」を目指し活動してき

ました。我々の研究フィールドである瀬戸内海は、平成２５年に瀬戸内法制定 40 周年、平成２６年に

瀬戸内海国立公園指定 80 周年となる記念の節目を迎えました。瀬戸内圏研究センターでも、今年で創

立 6 年が経過し、地域に根ざした大学としての情報発信をするとともに、大学として今一度、身近な瀬

戸内海の過去と未来を考える機会を持ちたいと思います。 

どなたさまにもご興味をお持ちいただける内容となっております。参加費は無料ですので皆さまの参

加をお待ちしております！ 

お問い合わせ先 

� 香川大学 学術・地域連携戦略室 地域連携推進グループ 川池 

� ＴＥＬ：０８７－８３２－１３５９  FAX：０８７－８３２－１３１９ 

� メール：tikyosenm@jim.ao.kagawa-u.ac.jp 






